
【⽣物基礎】 
啓林館「⽣物基礎」 P.45〜 ⽣物とエネルギー（代謝とエネルギー） 

⽣物はどのようにして有機物を得ているのだろうか。⽣物は⽣命活動に必要なエネルギーをどのように取り出しているのだろうか。 

 

〜ClassPad.net のリンクふせん・授業⽀援機能を活⽤する〜 

代謝とエネルギーについて理解を深める授業 
⽣物の⽣命活動に必要なエネルギーについて理解する。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単純な物質、複雑な物質（化学エ
ネルギーが⼤きい）の異化と同化
の関係をファイルふせんで図⽰。 

 

概要の説明 
⽣命活動にはエネルギーが不可⽋である
こと、そのエネルギーはどのようにして
取り出されているのか、受け渡されてい
るのかを理解することが⽬標であること
を伝える。 
 
 
重要語の説明 
⽣体内で起こる化学変化をまとめて代謝
ということ、代謝には単純な物質から複
雑な物質を合成する同化と、複雑な物質
を単純な物質に分解する異化があること
を説明。 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：植物や動物はどのようにエネルギーを得ているかを提⽰し、すべての⽣物が共通

にもつ ATP という物質が⽣命活動においてエネルギーの受け渡しの仲⽴ちをし
ていることを理解させる。ATP と ADP の構造・性質を理解させる。 

⽣徒向けの⽬標：⽣命活動にはエネルギーが不可⽋であることを理解する。⽣命活動においては、
ATP によってエネルギーが受け渡されていくことを理解する。 

 

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・授業準備の時短／効率化：事前にデジタルノートに資料類をファイルふせんなどで⼊れておいた

りすることで、準備が効率化される。 
・⽣徒の集中⼒アップ  ：ClassPad.net を使いながら⾃⾝の 1 ⽇のエネルギーの摂取と消費につ

いて計算を⾏わせることで、⽣徒を飽きさせず授業に集中させやすく
する。 

・板書時間削減     ：板書内容にあたるものをあらかじめ各種ふせんに作成して表⽰すること
で、時間を⼤幅に削減することができる。 
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植物・動物の同化と異化 
植物の同化は光エネルギーを⽤いた光合
成によって⾏われ、動物の同化は他の⽣
物のつくった有機物の摂取によって⾏わ
れることを理解させる。 
無機物から必要とする有機物を合成でき
る、植物のような⽣物を独⽴栄養⽣物、
そうではない動物を従属栄養⽣物という
ことにも触れる。 
 
 
 
 
1 ⽇の消費エネルギーの算出 
1 ⽇の⽣活で消費するエネルギー量を、
国⽴健康・栄養研究所の METs 表を参考
にしながら算出させる。 
 
 
 
 
 
 
1 ⽇の摂取エネルギーの算出 
ある 1 ⽇の⾷事をふり返って、⾷事から
どれくらいのエネルギーを得ているかを
調べて算出させる。 
ヒトは 1 ⽇に 2000〜300kcal を必要と
し、⾷事によってエネルギーを取り⼊
れ、体内で代謝していることをまとめ、
次にそのエネルギーはどのように受け渡
していくのかについて触れていく。 
 
 
 
 
重要語「ATP」の説明 
代謝の過程では化学反応に伴ってエネル
ギーの受け渡しが⾏われる。エネルギー
の受け渡しは ATP（アデノシン三リン
酸）という物質によって⾏われることを
提⽰。ATP が ADP に分解される過程で
化学エネルギーが放出される。 
 
 
 
 
ATP の構造 
ATP の基本構造について触れる。アデノ
シンに 3 つのリン酸が結合した化合物で
あること、リン酸同⼠の結合を⾼エネル
ギーリン酸結合ということ、⾼エネルギ
ーリン酸結合が切れるとき（ATP が
ADP に分解されるとき）に⼤きなエネ
ルギーが放出されることを提⽰。 
 
 

ファイルふせんを⽤いて、⽳埋めし
ながら説明していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
授業⽀援機能で 1 ⽇の消費エネルギー
の算出に必要な計算式・⾝体活動強度
について配布する。 
 
 
 
 
 
 
 
参考 URL として⽂部科学省の「⾷品
成分データベース」を配布。 
https://fooddb.mext.go.jp/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイルふせんを⽤いて、ATP と
ADP の構造を図⽰。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
宿題はWordや絵図にまとめてもら
い、ファイルふせんにしたものを授
業⽀援機能を⽤いて⽣徒から送信さ
せる。 
 
 

宿題 
①⽳埋め問題を出題。 
ホタルのもつルシフェリンという物質は
ATP の化学エネルギーを（  ）エネル
ギーに変換することで、発光する。 
 
②ルシフェリンについて調べて、⾃由に
まとめる。 
例：ルシフェリンがどのように利⽤され
ているか。他にどのような⽣物がルシフ
ェリンのなかまをもつか（イカ、深海⿂
など。その⽣物のイラストを提出しても
良い）。世界で初めてルシフェリンの抽
出に成功した、ノーベル化学賞受賞者下
村脩について、など。 
 
 
参考・補⾜ 
ATP（アデノシン三リン酸）はギリシャ
語の 3 を表す tri、ADP（アデノシン⼆
リン酸）は 2 を表す diに由来してリン
酸の数を表している。ADP からさらに 1
分⼦のリン酸が取れたものは、1 を表す
mono に由来して、AMP（（アデノシン
⼀リン酸）となる。 

step8 

step9 


